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平成20年改訂の「小学校学習指導要領解説

体育編」において,体育科の改善の具体的事項

として,体力低下などの問題から,「体つくり

運動」について,一層充実させ.すべての学年

において取り上げて指導するものとしている

体つくり運動」の多様な動きをつくる運

動(遊び),「体力を高める運動」において行

われている運動の 1つとして,なわとび運動が

挙げられる.なわとび運動は,簡単な用具でも

実施できる,狭い場所でも実施できる,一人で

も集団でも実施できるなど.多くの利点がある

ことから,多くの小学校で実施されており,今

後ますますその価値が高まるものと考えられる.

しかし,実際の指導場面においては,いく

つか問題点も挙げられる.例えぱ,「なわとび

カード」を児童に渡して,児童の自得に頼る,

「カードあって指導なし」の授業である(池川,

20ID.多くのなわとび力ードは,児童の技術

段階を杷握するための「検定表」としての役割

1.はじめに
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は有しているが、それを用いて技のポイントな

どを学ぷ「学習力ード」としての効果は期待で

きない.国立教育政策研究所は.体育科の評価

規準の例(低学年)として.「多様な動きをつ

くる運動遊びの行い方を知るとともに、運動を

する場や使用する用具などを変えながら,いろ

いろな運動の仕方を見付けている。(思考・判

断)」,「多様な動きをつくる運動遊びでは,体

のバランスをとったり移動をしたりする動きや

用具を操作したり力試しをしたりする動きがで

きる。(運動の技能)」を示しているが(201の、

検定表としてのなわとび力ードを児童に示すだ

けでは,この目標は達成が困難なものとなる

一屶、なわとび運動は,90年代から鱗技と

して普及しており,従来の学校体育では用いら

れていなかった技も多く開発されている.それ

らの技の中には,選択・改良することで.児童

にも取り組めるものが多くあり,さまざまな技

術段階の児童それぞれに適した課題を設定した

り,さまざまな体力要素を向上させたりするた

めの手段になり得ると考える

三村



そこで,本研究では,3つの研究を,それぞ

れ以下の項目を目的として行った.

研究1:競技としてのなわとび運動で用いられ

ている技を.選択・改良したものが,

児童の技術段階に適しているか.また

意欲向上に有効であるか検証する.

研究2:なわとび運動のさまざまな技について

技の種類,指導順序.指導方法などを

まとめたなわとび運動系統表(以下:

系統表)及びビデオ教材を作成し,な

わとび運動の指導の助とする.

研究3:作成した系統表の指導方法・順序が有

効であるかを検証する
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また,児童の多くが,さまざまな技を達成し

ており,指導方法の整理,掲示資料やビデオ教

材の利用などによって,従来行われてきた技よ

りも容易に達成できる技が多くあることが明ら

かとなった.

2.1 目的

なわとび運動のさまざまな技に取り組むこと

で児童の意欲を喚起するか,どのような技が児

童に適しているか,について調査することを研

究1の倒的とした

2.研究1

3.1 目的

なわとび運動のさまざまな技について.その

種類,指導順序.指導方怯をまとめた系統表を

作成することで、なわとび運動指導のー・助とす

ることを目的とした.

2.2 方法

島根県内の小学校2校において.授業実践

(45分授業X4~6恒D を行った.その際.毎

時間の授業において,児童が米経験の技を一斉

指導や,個別学習の形態で練習してもらい.単

元全体で計3~4種類程度の技を提示した.

単元終了後,どのような技ができるように

なったか,どのような時になわとび運動を楽し

いと感じたかについて.アンケート調査を行っ

た.

3.研究2

3.2 方法

3.2,1 作成の観点

本研究では,以下の観点から系統表を作成し

た

・小学校入学段階から6年間に渡り.児童が初

めてなわとび運動を絲験する際の指導力法か

ら.上級者が挑戦し得る課題の指導方法につ

いて示す

・研究 1 や.筆者の指導・競技絲験などから,

競技特有の技を児童の発迷段階に合わせて送

択・改良し.ねらいとする体力要衆によって,

技を分類する.

・研究1や,筆者の指導経験から効果的であっ

た指導力法・N則芋について整理をする

・研究 1や.先行研究,築者の指導経験から,

従来から行われてきた技についても同様に、

指導方法・1順序を整理する.特に前とびに至

るまでの段階.二重とびの練習についての先

行研究を谷努にする

また,系統表の技.紳習屶法の映像と,その

ポイント・解説を加えたビデオ教材も併せて作

成した

2.3 結果及ぴ考察

2校ともに児竜は「新しい技ができる」こと

になわとび運動の楽しさを感じており,さまざ

まな技に挑戦することは,児童の意欲向上の面

で意鞍があると考えられる.



3.2.2 先行研究.研究1,指導経験の整理

・前とびに至るまでの段階・つまずき

現在,なわとび運動は幼児教育の段階におい

ても多く行われており.幼児を対象としたなわ

とび運動の研究も多くなされている

佐々木(1992)は,前とびが連続してとべ

ない幼児の特徴として,なわを回し始める上肢

の動きと,跳躍を始める下肢の動きが同時に行

われ,なわをとび越す動作が行えない「上肢下

朏同凋」を挙げている.このつまずきのパター

ンは青野(200のも示しており,前とびのつ

まずきの典型的なパターンの1つと言える

丸山ら(1990),高田(199D によると,

とべない幼児の特徴の 1つとして,前とびを始

める姿勢がなわを肩にかついだ状態になってい

ることを挙げている.なわをかついだ状態から

前とびを始めると.なわを地面にたたきつけて

しまい.回す動作が現れにくい.なわとびを始

めたばか1つの幼児・児童に現れやすい,なわを

かついだ姿勢から回し始める特徴や,なわをと

び越す際になわを後力に過剰に引く(肩関節を

伸展しすぎる)特徴は.なわをとび越した適後

の姿勢と,回し始めの姿勢が火きく異なるため,

循環運動としての終末周面と準備局面の局面融
"ピ)、

(マイネル. 198D が成立しにくいと考え1コ

られる

これらの先行'研究から,前とびに至るまでの

練習段階として,兇童には,なわの回旋を循環

述動として成立させるための課題が必要である

と老える
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・二重とびの練習方法

2回旋1跳躍(二重とび)は.多くの小学校

で発展技として児童に捉示されており,多くの

児童が目標とする技の1つであることから,

重とびを達成するために,以下のように.多く

の練習方法や必要な感覚が研究されてぃる

佐藤伐01のや団野(2010)は二重とびに

必要な感党として「手首回旋感覚」,「跳感覚」,

「手足協応感覚」,「りズム感覚」を上げており,

「1跳蹄する問に手を2回たたく(手打ちジャ

ンプ)」.「短なわを 1跳蹄で2 回旋」といった

練習を示している

系統表では,これらの方法に加え.前とびか

ら二重とびに移行する前段階の練習方法として,

3 ・1 リズム(前とびのりズムで3回,二重と

びのりズムで 1回,手をたたいたり,なわを回

したりする)を紹介した

・研究1から

先行研究から,前とびに至るまでの段階とし

て,まずなわを回す動作を循環述動として成立

させる必要があると考えた.そこで,系統表を

作成する際,研究1で第1学年の児竜にも実践

可能であった両足止めを発展させた「足ぬき

(区Π)」及び「フェイクプッシュアップ(図

2)」を前とびの前段階の技に設定した

図2 フエイクプッシユアップ

図1 足ぬき
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足ぬきは，なわをたたきつける動作で、行った

り，長すぎるなわで行ったりすると，足の下に

なわが入らないため，技の練習を通して，適切

な回し方や適切ななわの長さを意識することが

できると考えられる.また，跳躍運動を伴わな

いため，なわを回す動作を循環運動として行う

感覚を養うことを集中して行うことができると

考えられる.

フェイクプッシュアップは体幹の伸展・屈曲

動作や，腕支持の姿勢をつくることから，跳躍

のみのなわとび運動では養えない体力要素の向

上に有効であると考えられる，また，しゃがみ

姿勢から前とぴを行う際，なわが体の正面にあ

る状態から始めるため，なわを引っ張る動作

(肩関節を伸展させる動作)ではなく，なわを

回す動作を初めから意識することで，準備局面

(しゃがみ姿勢でなわが体の正面にある状態)

と終末局面(立位姿勢でなわが体の正面にある

状態)が類似し，局面融合を発生させやすいと

考えられる.

他の技については，各学年に一斉指導を行っ

た技の達成率から，おおよその難易度の序列や

技の系統性から考えて，指導j碩序を決定した

3.3 結果及び考察

作成した系統表は技の系統を示した資料 1及

び基礎感覚を養う運動ゃなわの管理方法を示し

た資料2の2種類である.

直E なわとび運動系統表
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資料2

なわとび運動系統表

事前準備(なわの管理)

1なわを結ばずに、ぷら下げて保管できる場所がないか検討する(なわのく

せ着きを防止するため)。

2グリッブは長め(15~20cm程度),なわは空洞のないビニール製のなわで、
太さ4~6mm程度(初心者は太く靈みのあるなわ、上級者はやや細く軽
めのなわ)のものがよい。

3なわの長さを闘整する際に、なわをグリップの中につめこんだり、グリッ
プの中で結び目をっくるとスムーズな回転が妨げられるので、なわの中央
部分やグリップに近い部分で結び目をつくって長さを翻整する。

4なわの長さは片足でなわの中央を踏んで、グリップとなわの連結部分が胸
の高さ(初D者)からへその高さ(上級者)あたりがよい。

①長なわでへびをとびこす

②長なわで大波小波をとびこす

③床に価いたなわを前後にとぶ

④床に匙いたなわを左右にとぷ

⑤ジャンプ手たたき(ウン・パ・ウン・パと言いながら)

⑥ジャンブももたたき(ウン・パ・ウン・パと言いながら)
⑦ジャンプグリッブ打ち(ウン・パ・ウン・パと言いながら)
⑧ジャンプ手たたき(3 ・ 1リズム"で回す)

難前とびの1」ズムで3向.二皿とびのりズムで1回なわを回寸

⑨ジャンプももたたき(3 ・1リズムで回す)

⑩ジャンプグリップ打ち(3 ・1リズムで回す)

予備練習

①片手なわ回し(体の横で)

②片手なわ回し(交差とびの形で)

③片手なわ回し(左右交互に)

④片手なわ回し(頭の上で)

⑤片手なわ回し(足の下で)

⑥片手なわ回し(左右の手で持ちかえながら)
⑦グラスカッター

⑧片足止め

⑨両足止め

⑩アームラップ

⑪クロスフリーズ

⑫前回しまたぎこし

これらの技の指導方法・順序が適切であるか,

今後検証を行っていく必要があるが,各学年に

おいてどの技を指導すれぱよいか,どのように

指導すれぱよいか,つまずきを見せている児童

にはどの指導に立ち戻れぱよいか,どのように

技を発展させていけぱ,より児童の技能が高ま

るかなどの参考になると考えられる.

それぞれの技は,研究1の結果から決して小

学絞段階において不可能な技ではなく,すぐに

取り組めるものから,練習時間を要するものま

で幅広く提示できており,さまざまな技術段階

にいる児童それぞれに適した技を選択できると

考えられる.
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4.1 目的

研究2で作成した系統表の指導方法・1頂序が

適切であるか.ねらいとする体力要素の向上に

効果的であるなど,検証を行う必要がある.し

かし,系統表には非常に多くの技があり,検証

項目が多岐に渡るため,本研究では系統表の初

期段階の技である「前とび」に至るまでの「足

ぬき一フェイクプッシュアップ→前とび」の指

導順序.指導方法が有効であるかについて検証

を行うことを目的とした
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4.研究3

4,2 方法

検証は、島根県,鳥取県.山口県の小学校

9校, 131名の児童を対象にした授業実践(30

~45分X I~2踵D をビデオカメラで撮影し,

以下の項厩について確認を行った

・それぞれの技を何名の児童が達成できたか

.前とびでつまずきを見せている児童はいるか,

またどのようなつまずきを見せているか

.前とびでつまずきを見せている児童が.足ぬ

き,フェイクプッシュアップの中でつまずき

を解消させている瞬問があるか

4.3 結果及び考察

4.3.1 課題の達成度

授業実践の結果,前とびに火きなつまずきの

見られない児童は,上記の2つの技をどちらも

達成することができた.また,前とびにつまず

きの見られる児童は8名おり,そのうち7名が

足ぬきを成功し,5名がフェイクプッシュアッ

プを成功させていた

8名のうち.最も多く見られた前とびのつま

ずきとしては,なわをとび越す際になわの回旋

が一度止まり.とび越し終わってから、再度回

し始めるという動作形態であり,なわの回旋と

跳躍運動が循環的に行われていないものであっ

た(図3).しかし.ほとノしどの児竜が,足ぬ

きによって腕を回し続ける運動が発生していた

(図4).また.フェイクプッシュアップによっ

て、「とびながらなわを前に向す」運動も発生

しており,前とびのつまずきが解消される場仰

が見られた(図 5)
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しかし,3名の児童についてはフエイクプッ

シュアップを成功させることができなかった

その理由としては,しゃがみ姿勢でなわが前に

ある状態からとび始めることが,従来のなわと

び運動にはない動きのため,前回しと後ろ回し

の区別がつけられず.回し方をイメージできな

かったといった点が挙げられる.その改善策と

しては.しゃがみ姿勢で,片手になわを持ち,

なわを前や後ろに回す経験をするなどが脊えら

れる,

小学校体育科におけるなわとぴ運動の指抑方法に関する研究

4.3.2 難易度による順序の妥当性

通常.技や運動を習得していく際,易しい運

動から,難しい迎動という順序で習得をしてい

く.検証を行った結果,系統表の前とびに至る

までの段階としての「足ぬき一フェイクプッ

シュアップー前とび」の順序が適切であったか

については.それぞれの技を達成した児童の

数から.足ぬきが最も多く Q30名).フェイ

クプッシュアップが足ぬきよりも2名少なく

a28名),前とびがフェイクプッシュアップよ

りも 5名少ない(123名)という結果から,難

易度の順に適功に配列がなされていたと青えら

れる.

チメートルのすき問になわを通すため.青野

(2000)の示す幼児の前とびにおけるつまずき

のパターン「はねあげ型」(腕の振り下ろしが

強く,なわを床ではね返してしまい,引っかか

るつまずき)に見られる欠点を修正するための

「なわが床ではねないように.ゆっくりやさし

く回す」という練習を集中して実施できていた

と考えられる.

4.3.4 フエイクプッシユアップについて

フェイクプッシュアップは,腕立て伏せの姿

勢が入る部分を除いては、なわを前の床の上に

擢いた状態からの前とびであり,前とびの迎続

につまずきを示していない児童にとっては.と

び始めの姿勢が違う部分はあるものの、さほど

難しい動きではなかった.前とびにつまずきを

示している児童にとっても,個人差はあるもの

の.前とびのように,初めになわを後ろから前

に回すという動作がなくなるため,とぷことと.

それと同時になわを回して体の前に再び持って

くることを意識しやすかったように感じられた.

また.佐々木 a992)や青野他00のの示

すつまずきのパターンである「上肢・下肢同時

型」が見られる児竜にとっては.フエイクプッ

シュアップはなわを回し始める動作と,とぶ動

作が同時でよいため,つまずきが解消される

きっかけになると脊えられる

そして,系統衷の検証授業では,藤1." a989)

や青野(200のが示すつまずきのパターンに

は見られなかった.「なわを回す」.「とび越す」

という上股と下肢の2つの動作が同時に行われ

ず、順丞に行われるためになわがスムーズに回

転しないというつまずきのパターンが見られる

児童が数名いた.フエイクプッシユアップは.

とび始める姿勢(しゃがみ立ち)と.とび終

わった際の姿勢が「体の前になわがある」とい

う点で共通しており.「とび越す」のではなく.

「なわを前に1同転させる」という意識で実施

4.3.3 足ぬきについて

足ぬきは、かかとでバランスを取る難しさが

あり,達成できない児童が 1 名いた.しかし.

前とびが上肢と下肢の恊瑳動作であることに対

し.足ぬきはとぶ動作を行う必要がないため,

なわの回旋に意識を集中させて行うことができ

るものである.そのため,片手回しなどで養っ

たなわの回旋動作を,両手になわを持った,よ

り前とびに近い形態でなわの回旋の練習を行う

ことができ.前とびにつまずきを示している児

童にとって.なわの回碇を循環運動として意識

するきっかけとなったと考えられる.

また.足ぬきはつま先を上げてできた数セン



することが可能であり,上記のつまずきを見せ

ている児童にとって,そのつまずきを解消させ

る有効な手段となることが示唆された
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4.3.5 指導順序の妥当性

三木(2005)によれぱ,人が運動を習得し

たり,コッをつかんだりする際,もとになる動

き屶(原型)を少しずつ変形(メタモルフォー

ゼ)させることによって技が発展するとしてお

り,原型とメタモルフォーゼの関係から動きの

感じの類似性(アナロゴン)に着目して運動を

学習させることで,運動経験の拡大や学習転移

が容易に効果的に行われるとしている

その観点から,足ぬきは,なわを踏みながら

ゆっくりと行うことで.とび越した時には感じ

ることの少ない「なわを足の下に通す」ことや,

前とびに必要な「なわを回し続ける」ことを最

も意識しやすい運動の1つであると言える

また,上肢と下肢の動作を融合させる運動と

して,本研究ではフェイクプッシュアップを提

示した.前とびでつまづいている児童は,前と

びをとび始める姿勢(前習えの姿勢.あるいは

なわを肩にかついだ姿勢),つまり準備局面の

姿勢と,なわをとび越した姿勢.つまり終末局

面の姿勢が異なるため,局面融合を行いにくく

なっている.それに対し,フエイクブッシュ

アップの後半部分である,しゃがみ姿勢からの

前とびは,とび始める姿勢(準備局面)ととび

終えてなわが前に回ってきた状態(終末局面)

が伺じ,もしくは非常に類似した姿勢であるた

め,前とびにおける局面融合を誘発させるきウ

かけとなり得る.

そして,上肢と下肢の動作の融合も行うこと

ができる可能性を示したフェイクプッシュアッ

プは,前とびのアナロゴンとして適切な運動課

題であると考えられ,「足ぬき→フェイクプッ

シュアップ→前とぴ」の指導順序は,難易座の

順序のみならず,運動の意味構造からの系統性

に沿っていると考えられる

本研究では,3つの研究から,以下の知見が

得られた.

・児童は「技ができるようになること」に大き

な喜びを感じ,指導のスモールステップを

「技」として提示することは,児童の意欲を

引き出す点で有効である.

・予備実践などから,従来行われていなかった

さまざまな技も,段階を追った指導で十分に

達成可能であった

.足ぬき,フェイクプッシュアップ,前とびの

順序は難易度の観点から適切な順序であるこ

とが示唆された.

・足ぬき,フェイクプッシュアップは前とびの

アナロゴンとなり得る運動であり,運動の意

味拙造からの系統性に沿った指導順序である

ことが示唆された,

・フェイクプッシュアップは,前とびにおける

上肢と下肢が伺時並行で運動を行えないつま

ずきを示している児童にとって,上肢と下肢

の運動を融合させるのに適した題材であるこ

とが示唆された

・フェイクプッシュアップの指導において,

しゃがみ姿勢からの前とびは.多くの児童が

経験している前とびの始める姿勢と異なるも

のであるため.混乱から後ろ回しを行うこと

が多かった.しゃがみ姿勢での片手なわ回し

などで,その問題を解決できるものと考えら

れる

今後は,これらの技の練習方法をより詳細に

まとめつまずきを解消する方法を示すとともに,

系統表の他の技についても.指導方法や指導順

序について検証を行い.児童の意欲向上,技能

向上につながる教材の作成に努めたい

また,本研究で作成した系統表は主に前回し

5.まとめ



の技のみを取り上げていた.今後は後ろ回しの

技も含めて指導方法.指導順序を検討し.系統

表を作成・検証していきたい.
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